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はじめに

　北海道の日本海南部ではホソメコンブをはじめ

とした大型海藻類が少ない磯焼け海域が広がり、

これらを餌とするウニやアワビの生産量に大きな

影響を与えています。磯焼けの原因は、海水温の

上昇や栄養塩の不足によると考えられています

が、これらの他に、母藻群落の減少によって遊走

子の供給が不十分な海域があることもわかってき

ました。

　このような海域に広範囲に藻場を造成するのは

技術的にも困難であり、経費も莫大にかかります。

そこで、小規模なコンブ群落（核藻場）を人為的

に造成して遊走子を自然に放出させ、翌年以降に

核藻場を中心にしてコンブ群落を徐々に拡大させ

る手法がとれないかが検討されています。また、

遊走子の拡散範囲に合わせて核藻場を複数造成す

ることで、広範囲のコンブ繁茂が可能となります。

この手法の利点は、最初のきっかけを人為的に与

えてやるだけで、あとは自然の力を利用して藻場

を拡大できるので、目的とする海域全体に磯焼け

対策を施すよりも簡便かつ安価にコンブ群落を再

生させられるところにあります。このため、磯焼

け海域でのコンブ藻場造成の新しい試みとして期

待されています。

遊走子不足でコンブ群落が形成されない海域にコ

ンブを造成してみる

　積丹半島の北海岸に、磯焼けが広範囲に広がっ

ている場所があります。ここでは、これまで地元

の人たちを中心にしていくつかの磯焼け対策がと

られてきましたが、今ひとつ効果がありませんで

した。この場所で、コンブの遊走子の有無を調べ

てみたところ、東側に約400m離れた場所にコン

ブ群落があるにもかかわらず、遊走子はほとんど

出現しませんでした1)。

　一方、この海域には海底面が周囲より若干高く

なっている盤状の地形があり、そこにはほぼ毎年

ワカメが生育していますので、ウニ類の食害が比

較的少ない場所だと推測されます。また、ワカメ

とコンブは波当たりなどの環境条件が類似した場

所に生えるので、条件さえ整えばこの場所にコン

ブが生育することも可能だと思われました。

　この場合、不足している条件は「遊走子」だと

考えられますので、これを人為的に添加すること

で補うことにしました。通常、遊走子を添加する

ためには、「スポアバッグ」という手法を用います。

これは、あらかじめ遊走子を放出しやすいように

処理を施したコンブを海底に設置または散布する

方法です。この方法では、コンブから放出された

遊走子は、設置場所周辺に着底することなく広範

囲に拡散してしまう可能性があります。そこで、

今回はより確実にこの場所にコンブのタネ（以後、

遊走子などコンブの微少世代を総称して“タネ”

と表現します）を定着させるために、 1 辺が
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7 cmの小さなコンクリートプレートにコンブの

タネを植えた状態で設置しました。この実験の詳

しい内容については、既報2) をご覧いただくとし

て、ここでは簡単に結果だけを再掲します。

プレート設置翌年にはコンブが生育

　この実験では、遊走子を付着させたもの、それ

を室内培養で配偶体や幼胞子体（ 1mm以下の“小”

と1～ 2 mmの“大”）まで育成した 4つの生育段

階のプレートを2016年12月に設置しました。

　その結果、最終的に成長したコンブの大きさや

本数は異なるものの、配偶体の段階で設置した一

つを除いて、事前にタネ付けをしたすべてのプレー

ト上にコンブが生えました（実験の途中で流失し

てしまったものを除く）（図 1（a）～（d））。一方、

対照区として設置したタネ付けをしなかったプ

レートにはコンブは生育しませんでした（図 1

（e））。このことから、やはりこの場所は天然コン

ブの遊走子が不足していることによって磯焼け状

態が継続されている可能性が高いと考えられまし

た。このような場所では、効果的な方法でタネを

補充してやればコンブの生育が望めそうです。

核藻場はできたけど・・・その後

　このように、この場所に核藻場となるコンブ群

落を形成させることができました。ここからは、

核藻場形成以降のことをお話しします。

　2017年 9 月にドローンによる空撮と現地の観察

図 1　コンブのタネ付きプレート設置実験の結果（2017年 3 月～ 9月）
　　　「育てる漁業　No.481；北海道栽培漁業振興公社刊」より転載
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　2019年春にもコンブとワカメが生育していまし

たが、コンブ群落は直径 3 mの範囲（図 2右）に

広がる程度で、前年よりも縮小してしまいました。

ワカメが枯れたあとの 9月 5日に現場の観察を

行ったところ、コンブは残存していましたがその

数は前年よりも少ない100本程度であり、かつ短い

ものが多い状況でした。また、この時点では、成

熟している個体も見られませんでした。10月25日

に現場を観察したところ、コンブはすべてなくなっ

ていました。群落があった場所の岩盤上にはコン

ブの根元（付着器）も残っていなかったことから、

ウニによる食害や末枯れによる消失ではなく、時

化によって抜け落ちたものと推察されました。ホ

ソメコンブの成熟は、例年であれば 9月下旬～10

月に盛期を迎えますが、2019年は10月中旬以降と

遅かったことが別の調査からわかっていましたの

で、この場所のコンブは遊走子を放出する前に消

滅してしまったのではないかと危惧していました。

その危惧は現実となり、2020年春に現場を観察し

たところ、ワカメの生育は見られたものの、コン

ブは 1本も生えておらず、この場所での核藻場は

形成から 4年目にして消滅してしまいました。

を実施したところ、現場に設置したプレートにコ

ンブが残存していました（図 2左、図 3上）。こ

れらのコンブの成熟も確認されましたので、遊走

子も放出されたと考えられます。

　翌2018年の春には、この岩盤上にワカメとコン

ブが生育していることが確認できました。また、

秋になるとワカメは枯れて、コンブだけが残って

いることが確認されました。現場を詳しく観察す

ると、前々年に設置したプレートから生えている

コンブはなく、プレート周辺の天然岩盤上からコ

ンブが生えていました（図 3下）。ドローンを使っ

て周辺の空撮を行ったところ、直径 5  mの範囲

に群落が形成されていることがわかりました（図

2中）。また、現場の詳細な観察により、生育数

はおよそ250本と計数されました。さらに、周辺

で海中の遊走子量を調べたところ、最大で21個/

mLが検出されました。このことから、この群落

は確実にタネ場（遊走子の供給源、核藻場）とし

て機能しているものと考えられました。しかし、

コンブ群落から10ｍ離れるとほとんど遊走子は検

出されず、拡散範囲はそれほど広くないと推測さ

れました（図 4）。

図 2　コンブタネ付きプレート設置以後のコンブ生育状況（黄色丸囲い）（ドローンによる空撮）
　　　2017年；プレートを設置した数カ所からコンブが生育している
　　　2018年；プレート周辺の直径 5 mの範囲でコンブが生育している
　　　2019年；プレート周辺でコンブが生育したが、その範囲は前年よりも縮小した
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図 3　コンブの繁茂状況
　　　 上写真：海底に設置したプレートにコンブが生育

している。
　　　 下写真：プレートにはコンブがなく、海底の岩盤

にコンブが生育している。

図 4　コンブ遊走子出現状況
　　　 2018年10月23日の群落周辺のドローン空撮画像に

表層海水 1 mLあたりのコンブ遊走子数を重ねた。

おわりに

　以上のとおり、磯焼け海域において遊走子が不

足しているためにコンブが繁茂しないと思われる

海域で、人為的にコンブのタネを植え付けたとこ

ろ、小規模ながらコンブ群落が形成されました。

これが核藻場となって周辺にコンブが増えること

が期待されましたが、その効果は長くは持ちませ

んでした。また、遊走子の拡散範囲も案外狭く、

思ったほど群落の規模も大きくなりませんでし

た。さらに、核藻場として機能していくためには、

単にコンブが生えることだけでなく、秋の成熟時

期までコンブが残存することが重要だとわかりま

した。しかし、これらは気象や海況の影響を受け

る可能性も高く、その制御は容易ではないかも知

れません。ただ、何もしなければコンブ群落は決

して形成されない場所があること、また、適切に

手をかければ群落が形成される可能性が高いこと

も今回の実験で示されました。

　どのような場所で、どのような手法を講じれば

群落が形成されるのか？そして、コンブが成熟を

迎える秋まで群落を維持するにはどうすれば良い

のか？など、効率的な磯焼け対策のために検討す

べき課題はまだたくさんあり、今後、水産試験場

ではこのような課題にも取り組んでいく予定です。
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